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書評
中
体
西
用
論
を
み
る
視
点
持
化
元
著
『
晩
清
「
中
体
西
用
」
思
想
論
(
同
∞
E
5
0
0
)』
|
|
手
代
木
有
児
127 
昨
年
六
月
四
目
的
天
安
門
事
件
以
前
、
中
国
大
陸
で
は
八
四
年
頃
か
ら
数
年
間
、
中
西
文
化
を
め
ぐ
る
大
規
模
な
討
論
が
学
術
界
を
覆
っ
た
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
文
化
熱
」
現
象
の
直
接
的
背
景
に
は
、
文
革
の
文
化
的
要
因
を
克
服
し
政
治
経
済
改
革
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
文
化
・
思
想
レ
ベ
ル
の
改
革
が
不
可
欠
の
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
八
十
年
代
中
圏
内
現
実
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
思
え
ば
ア
へ
ン
戦
争
以
来
、
中
国
に
お
い
て
は
伝
統
文
化
と
の
関
係
に
お
い
て
、
西
洋
近
代
文
化
を
い
か
に
受
容
す
る
の
か
が
、
一
貫
し
て
文
化
・
思
想
上
向
主
要
な
テ
!
?
で
あ
り
続
け
て
き
た
の
で
あ
り
、
今
囲
内
「
文
化
熱
」
も
、
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
の
、
洋
務
運
動
か
ら
変
法
運
動
に
か
け
て
の
時
期
、
お
よ
び
五
四
運
動
的
時
期
に
匹
敵
す
る
文
化
論
争
の
高
揚
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
書
評
こ
の
「
文
化
熱
」
の
中
に
あ
っ
て
ま
ず
人
目
を
引
く
の
は
、
中
国
伝
統
文
化
と
く
に
儒
学
に
普
遍
的
意
義
を
認
め
、
そ
れ
を
基
盤
に
西
洋
近
代
文
化
を
受
容
し
よ
う
と
す
る
儒
学
復
興
論
(
こ
れ
を
中
体
西
用
論
と
称
す
る
論
者
も
少
な
く
な
い
て
お
よ
び
伝
統
文
化
へ
の
徹
底
し
た
批
判
を
唱
え
る
全
盤
西
化
論
と
い
う
極
め
て
対
間
的
な
主
張
的
存
在
で
あ
る
。
儒
学
復
興
論
者
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
新
儒
家
同
流
れ
を
汲
む
社
維
明
氏
、
成
中
英
氏
ら
、
全
盤
西
化
論
者
と
し
て
は
、
物
理
学
者
方
励
之
氏
や
蘇
暁
康
氏
ら
『
河
場
』
同
作
者
た
ち
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
こ
の
二
つ
の
主
張
は
両
極
端
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
知
識
人
的
大
勢
を
占
め
て
い
る
の
は
、
伝
統
文
化
の
み
に
固
執
は
せ
ず
、
ま
た
全
面
西
洋
化
で
も
な
く
、
西
洋
の
先
進
的
成
果
を
受
容
し
つ
つ
、
中
国
固
有
の
優
れ
た
伝
統
を
継
承
す
る
、
と
い
う
張
岱
年
氏
の
主
張
に
代
表
さ
れ
る
批
判
継
承
論
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
張
氏
は
数
千
年
間
中
国
文
化
を
支
え
た
も
の
は
、
「
天
行
健
な
り
、
君
子
も
っ
て
自
強
息
ま
ず
」
(
『
易
』
乾
・
象
伝
)
と
い
う
民
族
的
奮
闘
精
神
だ
と
力
説
す
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
張
氏
を
含
む
少
な
か
ら
ぬ
批
判
継
承
論
者
が
、
孔
子
再
評
価
の
動
き
に
弾
み
を
つ
け
た
孔
子
基
金
会
(
八
四
年
九
月
、
曲
阜
で
成
立
)
の
役
員
と
し
て
名
を
連
ね
る
な
ど
、
「
優
れ
た
伝
統
」
に
対
す
る
批
判
継
承
論
者
た
ち
の
固
執
に
は
顕
著
な
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
全
盤
西
化
no 
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1
論
者
に
し
て
も
、
そ
の
発
言
の
根
底
に
は
「
落
後
」
中
国
の
近
代
化
を
目
指
す
激
烈
な
民
族
主
義
的
傾
向
が
見
え
隠
れ
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
彼
ら
の
「
反
伝
統
」
は
、
決
し
て
否
定
の
た
め
の
否
定
で
は
な
い
。
更
に
い
え
ば
、
彼
ら
に
全
盤
酉
化
を
叫
ば
せ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
「
天
下
を
保
つ
は
匹
夫
の
賎
も
と
も
に
こ
れ
に
責
あ
り
」
(
『
日
知
録
』
巻
一
三
)
と
い
う
伝
統
的
士
人
意
識
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
八
十
年
代
の
「
文
化
熱
」
現
象
を
目
撃
す
る
中
で
、
我
々
が
改
め
て
痛
感
す
る
の
は
、
ゅ
伝
統
と
近
代
化
。
と
い
う
陳
腐
4
テ
1
7
が
、
今
日
の
中
国
に
お
い
て
は
な
お
も
現
実
性
を
も
ち
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
外
来
文
化
受
容
の
特
性
を
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
来
、
更
に
は
前
近
代
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
の
時
間
的
幅
の
中
で
展
開
し
て
き
た
そ
の
連
続
性
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
静
化
元
氏
の
『
晩
清
「
中
休
西
用
」
思
想
論
(HgHlH由
D
D
)
』
は
、
中
国
近
代
に
お
け
る
最
初
の
西
洋
近
代
文
化
受
容
の
理
論
と
い
う
べ
き
中
体
西
用
論
を
扱
っ
た
専
論
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
本
書
は
、
「
文
化
熱
」
現
象
的
最
中
の
八
七
年
に
台
湾
で
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
右
の
よ
う
な
今
目
的
問
題
意
識
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
は
お
ら
ず
、
中
体
西
用
論
に
お
け
る
西
洋
近
代
文
化
受
容
の
あ
り
方
を
、
全
く
洋
務
運
動
期
に
固
有
の
も
の
と
し
て
、
洋
務
運
動
以
降
と
切
り
離
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
を
あ
、
え
て
と
り
あ
げ
る
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
は
、
洋
務
運
動
期
の
中
体
西
用
論
を
総
合
的
に
論
じ
、
し
か
も
、
そ
れ
を
伝
統
思
想
に
内
在
し
た
も
の
の
展
開
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
数
少
な
い
労
作
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
反
面
、
従
来
の
思
想
史
研
究
、
と
り
わ
け
日
本
の
中
国
思
想
史
研
究
の
成
果
(
特
に
丸
山
真
男
氏
・
野
村
浩
一
氏
・
小
野
川
秀
美
氏
ら
の
研
究
)
に
過
度
に
依
拠
し
た
結
呆
、
そ
れ
ら
が
も
っ
問
題
点
を
も
そ
の
ま
ま
か
か
え
こ
ん
で
い
る
と
い
う
二
つ
の
点
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
我
々
が
上
述
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
洋
務
運
動
期
の
理
論
と
し
て
の
中
体
西
用
論
を
再
検
討
す
る
際
、
適
当
な
素
材
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
ま
ず
本
蓄
の
要
旨
を
示
し
た
上
で
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
は
じ
め
に
、
「
自
序
」
お
よ
び
「
導
論
」
に
示
さ
れ
る
著
者
の
基
本
的
立
場
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
著
者
は
ま
ず
、
従
来
、
中
休
西
用
論
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
中
休
西
用
論
の
も
つ
諸
側
面
を
総
合
的
に
解
明
し
た
研
究
が
乏
し
い
と
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
指
摘
は
、
具
体
的
に
は
大
陸
で
の
最
近
の
成
果
と
し
て
注
目
さ
れ
る
湯
其
学
氏
・
隙
旭
麓
氏
皮
明
麻
氏
ら
の
研
究
に
お
い
て
も
、
な
お
階
級
性
の
過
度
の
強
調
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
大
陸
で
の
従
来
的
研
究
は
も
と
よ
り
、
玉
爾
敏
氏
(
台
湾
)
、
関
斗
基
氏
(
韓
国
)
ら
の
研
究
を
も
含
め
て
、
従
来
の
研
究
が
中
体
西
用
論
的
形
成
を
そ
の
「
内
在
理
路
」
(
円
E
Z
F間
E
)
、
い
い
か
え
れ
ば
、
伝
統
思
想
か
ら
の
連
続
性
、
発
展
性
に
即
し
て
分
析
し
て
い
な
い
と
い
う
批
判
に
基
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
著
者
の
こ
う
し
た
立
場
は
、
今
日
の
現
実
の
中
西
文
化
問
題
と
、
民
主
政
治
を
形
成
す
る
文
化
環
境
の
問
題
へ
の
関
心
と
い
う
、
著
者
向
実
践
的
な
問
題
意
識
に
支
、
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
な
お
、
著
者
は
、
こ
う
し
た
立
場
か
ら
な
さ
れ
る
本
書
で
の
中
休
西
用
論
分
析
が
、
方
法
論
的
に
は
、
K
・
7
ン
ハ
イ
ム
の
知
識
社
会
学
に
お
け
る
関
連
論
(
Z
F
Z
o
E
ω
E
)
に
依
拠
す
る
も
の
と
断
わ
っ
て
い
る
。
で
は
、
129 
続
く
第
一
章
「
思
想
的
淵
源
」
中
体
西
用
論
の
「
内
在
理
路
」
を
解
明
す
べ
く
、
そ
の
淵
源
と
し
て
の
道
器
論
、
理
気
論
、
体
用
論
に
つ
い
て
の
思
想
史
的
な
検
討
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
著
者
は
、
元
明
清
三
代
を
通
じ
て
朱
子
学
派
に
よ
る
経
典
注
釈
が
科
挙
に
お
け
る
金
科
玉
条
で
あ
り
、
歴
代
の
読
書
人
に
絶
大
な
影
響
を
与
え
て
い
た
現
実
を
ふ
ま
え
、
朱
子
学
的
展
開
に
着
目
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
元
来
、
朱
子
の
理
気
論
は
、
「
理
気
」
の
不
離
性
お
よ
び
「
理
」
の
超
越
性
と
い
う
双
重
構
造
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
中
体
西
用
論
書
評
が
形
成
さ
れ
た
清
末
に
は
、
{
呂
定
朱
子
学
の
思
想
的
脈
絡
に
お
い
て
「
理
」
は
す
で
に
絶
対
化
さ
れ
、
そ
の
社
会
レ
ベ
ル
で
の
具
体
的
発
現
た
る
「
三
綱
五
倫
」
を
核
心
と
す
る
恭
順
倫
理
も
ま
た
絶
対
的
価
値
と
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
官
定
朱
子
学
に
お
い
て
ほ
ぽ
相
同
の
関
係
に
あ
っ
た
「
体
用
」
「
理
気
」
「
道
器
」
に
つ
い
て
い
う
と
、
「
体
」
「
理
」
「
道
」
が
超
越
性
、
恒
常
性
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
「
用
」
「
気
」
「
器
」
は
変
動
的
可
能
性
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
明
末
清
初
の
李
阪
の
思
想
に
お
い
て
、
す
で
に
「
用
」
の
範
囲
内
に
西
洋
町
技
術
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
用
」
の
範
囲
は
「
経
世
致
用
」
の
観
点
か
ら
、
聖
教
に
影
響
し
な
い
限
り
で
弾
力
性
を
有
し
て
い
た
。
か
く
し
て
、
絶
対
不
変
の
恭
順
倫
理
を
保
持
し
つ
つ
、
同
時
に
西
洋
文
化
の
導
入
を
可
能
と
す
る
中
体
西
用
論
的
祖
型
は
、
官
定
朱
子
学
内
思
想
的
展
開
の
中
で
す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
、
と
さ
れ
る
。
第
二
章
「
晩
清
「
中
体
西
用
」
思
想
之
成
立
与
阜
期
吋
中
休
西
用
」
思
想
」
で
は
、
ま
ず
第
一
節
で
、
中
体
西
用
論
成
立
の
背
景
と
し
て
、
経
世
致
用
思
想
に
つ
い
て
更
に
一
言
及
さ
れ
る
。
十
六
世
紀
に
す
で
に
重
視
さ
れ
て
い
た
経
世
観
念
は
、
清
初
内
経
世
家
の
死
後
、
乾
嘉
考
証
学
の
興
起
に
よ
り
一
時
お
と
ろ
え
る
が
、
十
九
世
紀
初
に
は
社
会
危
機
の
中
で
再
度
勃
興
す
る
。
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
ア
ヘ
ン
戦
争
前
、
襲
自
珍
は
す
で
に
有
用
な
西
器
の
導
入
を
主
張
し
て
い
た
の
n
U
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ー
で
あ
り
、
経
世
思
想
か
ら
中
体
西
用
論
へ
と
向
、
っ
素
地
は
十
分
に
備
わ
っ
て
い
た
、
と
さ
れ
る
。
ま
た
第
二
節
で
は
、
西
洋
の
機
器
、
技
術
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
背
後
に
あ
る
学
術
を
も
導
入
す
る
こ
と
を
陥
え
、
か
っ
そ
の
前
提
と
し
て
「
中
国
の
倫
常
名
教
を
も
っ
て
原
本
と
な
す
」
こ
と
を
説
い
た
鴻
桂
募
に
、
中
休
西
用
論
的
雛
型
を
見
出
し
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
こ
に
成
立
し
た
中
体
西
用
論
が
、
以
後
、
日
清
戦
争
後
の
変
法
論
の
拾
頭
に
至
る
ま
で
、
中
西
文
化
問
題
の
処
理
の
た
め
の
主
要
な
理
論
と
な
っ
た
と
す
る
。
こ
こ
で
あ
ら
か
じ
め
、
本
書
に
一
貫
す
る
著
者
の
中
体
西
用
論
へ
の
定
義
を
示
す
な
ら
、
ほ
ぽ
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
よ
う
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
中
体
西
用
い
と
は
、
「
西
用
」
、
す
な
わ
ち
西
洋
近
代
的
機
器
、
技
術
、
学
術
、
制
度
等
の
導
入
に
よ
り
、
「
中
体
」
、
す
な
わ
ち
伝
統
秩
序
を
支
え
る
コ
ニ
綱
五
倫
」
の
恭
順
倫
理
を
核
心
と
す
る
体
制
教
学
的
防
衛
、
補
強
を
目
指
し
、
更
に
は
「
西
用
」
を
手
段
と
し
て
、
「
中
体
」
を
全
世
界
に
普
通
の
公
理
と
す
る
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
っ
た
(
一
二
二
、
二
二
九
頁
)
。
ま
た
、
「
中
体
」
と
「
西
用
」
の
関
係
は
硬
直
し
た
も
の
で
は
な
く
、
「
西
用
」
の
範
囲
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
「
中
体
」
の
範
囲
も
そ
の
核
心
た
る
恭
順
倫
理
に
抵
触
し
な
い
限
り
で
縮
少
す
る
、
と
い
う
弾
力
性
を
有
し
て
い
た
、
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
続
く
第
三
節
、
第
四
節
で
は
、
主
と
し
て
中
体
西
用
論
に
お
け
る
「
西
用
」
の
範
囲
拡
大
の
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
ず
、
第
三
節
で
は
、
前
期
洋
務
派
と
し
て
洋
務
運
動
の
推
進
者
曽
国
務
、
李
鴻
章
お
よ
び
彼
ら
と
密
切
な
関
係
に
あ
っ
た
官
僚
郭
嵩
盟
問
、
出
昨
福
成
、
馬
建
忠
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
彼
ら
に
お
い
て
は
「
西
用
」
の
範
囲
内
拡
大
は
、
部
分
的
な
制
度
改
革
へ
の
関
心
に
結
び
つ
い
た
が
、
結
局
、
そ
の
改
革
は
枝
節
の
改
革
に
終
わ
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
第
四
節
で
は
、
制
度
改
革
へ
向
け
て
更
に
「
西
用
」
の
範
囲
の
拡
大
を
推
進
し
た
洋
務
派
非
主
流
の
中
体
西
用
論
者
と
し
て
王
絡
お
よ
び
鄭
観
応
、
陳
織
、
湯
震
が
論
じ
ら
れ
る
。
著
者
は
、
鄭
、
陳
、
湯
、
中
で
も
鄭
に
お
け
る
「
西
用
」
の
範
囲
は
、
前
人
が
導
入
を
主
張
し
た
船
竪
砲
利
、
求
富
町
法
、
お
よ
ぴ
そ
の
た
め
に
必
要
な
西
学
に
血
ま
ら
ず
、
更
に
西
洋
町
政
治
、
社
会
制
度
内
レ
ベ
ル
、
端
的
に
い
え
ば
輔
副
会
制
度
に
ま
で
達
し
て
お
り
、
中
体
西
用
論
的
枠
内
で
の
西
洋
文
化
受
容
を
極
限
ま
で
拡
大
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
到
達
点
か
ら
、
更
に
「
西
用
」
町
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
そ
れ
が
従
来
の
「
用
」
の
レ
ベ
ル
を
越
え
「
中
体
」
の
核
心
と
同
レ
ベ
ル
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
時
に
こ
そ
、
中
体
西
用
論
を
「
突
破
」
し
制
度
改
革
の
推
進
を
目
指
す
変
法
論
が
成
立
す
る
の
だ
、
と
い
、
っ
。
第
三
章
「
張
之
洞
与
『
異
教
叢
編
』
派
的
「
中
体
西
用
」
思
想
」
で
は
、
張
之
洞
お
よ
び
J
輔
教
叢
編
』
派
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
特
に
日
清
戦
争
後
の
中
休
西
用
論
の
作
用
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
初
期
に
お
い
て
典
型
的
「
通
経
致
用
」
論
者
で
あ
っ
た
張
は
、
後
に
西
洋
へ
の
認
識
を
深
め
て
中
体
西
用
論
者
へ
と
転
じ
、
湖
広
総
督
在
任
期
に
は
、
西
洋
の
機
器
、
技
術
、
学
術
を
積
極
的
に
導
入
し
、
富
国
へ
向
け
た
新
式
工
商
業
建
設
や
教
育
改
革
を
推
進
し
た
。
し
か
し
、
日
清
戦
争
後
、
変
法
論
的
高
揚
町
中
で
、
そ
の
中
体
西
用
論
は
西
洋
の
民
権
思
想
の
受
容
を
抑
制
す
る
性
格
を
も
も
つ
よ
う
に
な
り
、
こ
の
傾
向
は
変
法
派
に
反
撃
を
加
、
L
た
王
先
謙
、
葉
徳
輝
ら
『
翼
教
叢
編
』
派
の
場
合
、
よ
り
一
層
顕
著
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
る
。第
四
章
「
晩
清
「
中
体
西
用
」
思
想
之
評
佑
」
で
は
、
第
一
節
で
中
休
西
用
論
が
類
似
の
構
造
を
も
っ
佐
久
間
象
山
町
東
道
西
芸
論
と
対
比
さ
れ
る
。
東
道
西
芸
論
の
場
合
、
東
洋
的
道
徳
秩
序
(
社
会
理
論
)
お
よ
び
西
洋
自
然
科
学
(
自
然
認
識
)
が
、
と
も
に
朱
子
学
の
「
理
」
の
レ
ベ
ル
で
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
「
理
」
は
い
わ
ば
世
界
万
国
を
貫
く
「
公
理
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
中
体
西
用
論
に
お
い
て
は
、
「
理
」
は
中
固
め
伝
統
秩
序
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
そ
の
「
理
」
こ
そ
が
世
界
を
統
一
す
べ
き
「
公
理
L
と
さ
れ
、
西
洋
自
然
科
学
は
「
理
」
(
体
)
レ
ベ
ル
で
な
く
「
用
」
レ
ベ
ル
で
受
容
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
と
指
摘
さ
れ
る
(
主
に
植
手
通
有
氏
、
許
介
幻
麟
氏
ら
の
研
究
に
拠
る
)
。
そ
れ
で
は
、
世
界
を
統
一
す
べ
き
「
公
理
」
1
 
書
評
(
中
体
)
を
有
す
る
中
国
に
お
い
て
、
「
用
」
レ
ベ
ル
と
は
い
え
、
な
ぜ
西
洋
文
化
を
受
容
す
る
必
然
性
が
あ
る
の
か
。
第
二
節
に
お
い
て
は
、
右
の
問
題
に
関
し
て
、
中
体
西
用
論
者
が
多
く
の
場
合
、
「
西
学
源
出
中
国
」
説
、
「
中
国
古
己
有
之
」
説
等
に
よ
り
「
中
体
」
と
「
西
用
」
を
緊
密
に
結
び
つ
け
、
中
休
商
用
論
に
撃
合
性
を
与
、
え
よ
う
と
し
た
こ
と
、
た
だ
し
「
西
学
源
出
中
国
」
説
、
「
中
国
古
巳
有
之
」
説
は
十
分
な
根
拠
を
も
つ
も
の
で
な
く
、
そ
の
結
果
、
中
体
西
用
論
は
理
論
の
完
全
性
と
い
う
点
で
は
、
真
価
を
否
定
さ
れ
る
運
命
に
瀕
し
て
い
た
こ
と
、
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
著
者
は
第
三
節
に
お
い
て
、
ま
ず
マ
ン
ハ
イ
ム
の
関
連
論
に
依
拠
し
つ
つ
、
理
論
の
完
全
性
と
実
際
効
用
は
区
別
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
理
論
の
実
際
効
用
へ
の
評
価
は
、
そ
の
理
論
を
め
ぐ
る
歴
史
社
会
的
条
件
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
、
と
論
ず
る
。
そ
し
て
、
中
体
西
用
論
の
有
し
た
主
要
な
役
割
と
し
て
、
日
清
戦
争
前
に
お
い
て
は
、
西
洋
文
化
の
受
容
を
合
理
化
す
る
理
論
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
、
戦
争
後
は
、
そ
う
し
た
機
能
を
残
し
つ
つ
も
、
他
方
、
新
た
に
民
権
思
想
等
の
受
容
に
圧
力
を
加
え
る
に
至
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
最
後
に
「
結
論
」
で
は
、
全
体
を
ま
と
め
た
上
で
、
特
に
中
国
近
代
に
お
け
る
中
体
西
用
論
の
成
果
と
し
て
、
新
式
教
育
の
基
礎
の
確
立
、
軍
事
・
工
商
業
の
発
展
を
挙
げ
て
、
全
篇
を
結
ん
で
い
る
。
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次
に
、
こ
う
し
た
著
者
向
中
体
西
用
論
研
究
に
関
し
て
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
な
立
場
か
ら
、
特
に
二
点
に
し
ぼ
っ
て
コ
メ
ン
ト
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
中
体
商
用
論
を
伝
統
思
想
に
内
在
す
る
も
の
と
捉
え
る
の
は
い
い
と
し
て
、
そ
の
場
合
に
、
中
体
西
用
論
の
本
質
を
ど
う
捉
え
る
の
か
、
に
つ
い
て
で
あ
る
。
従
来
、
中
休
西
用
論
は
、
「
中
西
」
と
「
体
用
」
と
い
う
異
質
な
対
概
念
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
た
「
中
国
近
代
の
特
殊
な
条
件
下
で
の
産
物
へ
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
り
、
伝
統
思
想
の
継
承
性
も
せ
い
ぜ
い
「
体
用
」
「
理
気
」
「
道
器
」
等
の
個
々
の
概
念
的
借
用
と
い
う
レ
ベ
ル
で
し
か
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
著
者
は
、
多
く
の
先
行
業
績
に
も
依
拠
し
つ
つ
、
朱
子
学
に
お
け
る
「
体
用
」
等
の
概
念
的
前
近
代
に
お
け
る
展
開
の
中
で
、
中
体
西
用
論
的
枠
組
の
祖
型
は
明
末
以
来
的
「
経
世
致
用
」
思
想
に
す
で
に
現
わ
れ
て
い
た
と
見
る
。
つ
ま
り
、
伝
統
思
想
に
そ
の
枠
組
自
体
が
内
在
し
て
い
た
も
の
と
し
て
、
洋
務
運
動
に
お
け
る
中
体
西
用
論
を
捉
え
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
、
本
書
に
お
け
る
第
一
円
成
果
と
い
う
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
著
者
が
、
中
体
西
用
論
的
枠
組
を
、
「
体
」
の
絶
対
性
と
の
弾
力
性
と
い
う
「
体
用
」
概
念
の
性
格
の
み
に
よ
っ
て
捉
き
て
、
「用」
え
て
い
る
点
は
、
必
ず
し
も
十
分
と
は
思
わ
れ
な
い
。
著
者
が
、
「
用
」
の
範
囲
の
拡
大
↓
「
体
」
レ
ベ
ル
・
「
用
」
レ
ベ
ル
の
同
一
化
↓
事
件
法
論
的
成
立
l
中
体
西
用
論
の
「
突
破
」
、
と
い
う
従
来
の
説
(
後
述
)
を
無
批
判
に
受
け
い
れ
て
い
る
の
も
、
「
体
用
」
概
念
の
性
格
的
み
を
過
度
に
重
視
し
た
結
果
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
権
か
に
、
伝
統
文
化
的
中
に
ど
こ
ま
で
西
洋
近
代
文
化
を
導
入
す
べ
き
か
を
表
示
す
る
点
で
は
、
「
体
用
」
概
念
は
、
中
体
西
用
論
の
骨
格
を
な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
中
休
西
用
論
的
線
底
に
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
中
国
に
お
け
る
外
来
文
化
受
容
と
そ
れ
に
よ
る
文
化
再
生
町
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
規
定
す
る
文
化
的
特
性
で
あ
り
、
「
中
体
西
用
」
と
は
、
近
代
の
時
点
で
の
西
洋
近
代
文
化
の
流
入
と
い
う
新
た
な
情
況
の
中
で
、
当
時
の
知
識
人
に
理
解
さ
れ
や
す
い
伝
統
的
概
念
を
動
員
し
て
組
み
立
て
ら
れ
た
、
そ
の
文
化
的
特
性
に
対
す
る
一
つ
の
呼
称
に
す
ぎ
な
い
。
評
者
に
は
、
著
者
向
「
体
用
」
の
概
念
向
性
格
を
過
度
に
重
視
す
る
中
体
西
用
論
分
析
が
、
本
質
と
し
て
の
文
化
的
特
性
か
ら
目
を
そ
ら
し
、
そ
の
呼
称
だ
け
に
こ
だ
わ
り
、
そ
れ
を
独
り
歩
き
さ
せ
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
て
な
ら
な
い
。
で
は
、
中
国
に
お
け
る
外
来
文
化
受
容
・
文
化
再
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
規
定
す
る
文
化
的
特
性
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
こ
の
聞
い
へ
の
一
つ
の
回
答
と
し
て
李
樺
厚
氏
の
札
宇
紹
介
し
て
お
く
。
李
氏
は
、
中
体
西
用
論
的
枠
組
を
形
成
す
る
実
体
を
、
中
国
的
文
化
心
理
構
造
的
主
要
な
特
質
と
し
て
の
「
実
用
理
性
」
に
見
出
し
て
い
る
。
「
実
用
理
性
」
と
は
、
先
泰
の
儒
、
道
、
塁
諸
家
に
す
で
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
現
実
社
会
生
活
を
重
ん
じ
、
純
粋
抽
象
的
思
弁
を
せ
ず
、
実
用
、
実
際
、
実
行
を
強
調
し
、
問
題
を
解
く
経
験
論
的
思
惟
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
生
世
事
に
対
す
る
楽
観
、
進
取
、
清
陵
、
冷
静
な
態
度
、
と
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
「
実
用
理
性
」
の
ゆ
え
に
、
中
国
伝
統
文
化
は
迅
速
に
外
来
文
化
を
受
容
し
、
自
己
の
も
の
へ
と
改
造
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、
儒
家
が
仏
教
受
容
に
楽
観
的
で
あ
っ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
中
国
近
現
代
に
お
け
る
中
体
西
用
論
は
、
西
洋
近
代
文
化
的
受
容
の
際
に
い
か
に
中
西
文
化
的
関
係
を
処
理
す
る
か
と
い
う
問
題
へ
の
回
答
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
に
外
来
文
化
を
吸
収
・
同
化
し
、
中
国
文
化
的
核
心
、
系
統
を
根
本
的
に
変
化
さ
せ
な
い
「
実
用
理
性
」
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
李
氏
は
、
こ
の
よ
う
に
中
体
西
用
論
を
捉
え
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
五
四
運
動
に
お
い
て
出
現
し
た
全
商
的
反
伝
統
の
息
糊
さ
え
も
、
社
会
国
家
的
存
続
を
第
一
義
と
す
る
「
実
用
理
性
」
を
具
え
た
伝
統
的
知
識
人
の
生
み
出
し
た
も
の
と
し
て
、
中
体
西
用
論
の
展
開
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
李
氏
は
、
中
国
文
化
的
特
性
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
中
体
西
用
論
を
よ
り
広
義
の
も
の
と
し
て
捉
え
直
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
付
言
す
れ
ば
、
李
氏
は
前
述
の
「
文
化
熱
」
書
評
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の
中
に
あ
っ
て
、
近
代
化
l
西
洋
化
を
阻
み
、
受
容
さ
れ
た
西
洋
近
代
文
化
を
中
固
化
し
て
し
ま
う
中
体
西
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
一
掃
す
べ
く
、
西
休
中
用
論
を
提
唱
し
て
い
る
。
「
西
休
中
用
」
の
「
西
体
」
と
は
、
西
洋
の
社
会
本
体
(
現
代
大
工
業
の
生
産
方
式
、
生
活
様
式
等
)
と
本
体
意
識
(
現
代
の
科
学
技
術
理
論
・
政
治
経
済
理
論
・
文
化
理
論
・
マ
ル
ク
ス
主
義
等
)
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
中
国
へ
全
面
的
に
移
植
す
る
必
要
性
が
説
か
れ
る
。
一
方
、
「
中
用
」
と
は
、
中
圏
内
伝
統
的
な
文
化
心
理
構
造
を
、
全
面
放
棄
す
る
の
で
は
な
く
、
「
西
体
」
の
移
植
に
よ
っ
て
そ
れ
を
改
変
し
つ
つ
、
同
時
に
、
そ
の
文
化
心
理
構
造
に
よ
っ
て
「
西
体
」
の
中
国
へ
の
適
用
(
中
固
化
)
を
進
め
る
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
李
氏
の
い
う
「
中
用
」
が
従
来
、
中
休
西
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
も
っ
た
同
化
作
用
と
、
実
質
的
に
ど
う
区
別
さ
れ
る
の
か
は
い
ま
ひ
と
つ
不
明
確
で
あ
り
、
劉
晩
波
氏
の
李
氏
へ
の
批
判
十
ぱ
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
体
中
用
論
の
も
つ
伝
統
文
化
継
承
の
傾
向
に
対
す
る
若
い
世
代
か
ら
の
反
発
は
少
な
く
な
い
ら
し
い
。
第
二
は
、
中
体
西
用
論
を
、
と
り
あ
え
ず
、
清
末
知
識
人
に
お
け
る
中
西
文
化
問
題
を
処
理
す
る
た
め
の
理
論
、
と
い
う
狭
義
に
お
い
て
捉
え
る
と
し
て
、
そ
の
場
合
、
中
休
西
用
論
は
、
果
し
て
洋
務
運
動
に
の
み
固
有
の
も
の
な
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
は
、
中
休
商
用
論
的
枠
組
が
前
近
代
思
想
に
内
在
し
た
も
m
円
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
に
精
力
を
注
ぎ
な
が
ら
、
中
体
西
用
論
を
あ
く
ま
で
134 
洋
務
運
動
期
の
も
の
と
限
定
す
る
。
そ
し
て
、
変
法
論
的
成
立
に
よ
っ
て
そ
れ
が
「
突
破
」
さ
れ
た
と
断
ず
る
。
し
か
し
、
変
法
論
が
い
か
に
そ
れ
を
「
突
破
」
し
た
の
か
に
関
し
て
、
十
分
な
論
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
書
は
、
前
述
の
よ
う
に
日
本
の
研
究
を
多
分
に
吸
収
し
て
い
る
が
、
特
に
、
消
末
に
お
け
る
洋
務
論
か
ら
変
法
論
へ
の
思
想
的
発
展
を
あ
と
づ
け
、
変
法
論
の
成
立
に
高
い
評
価
を
与
、
え
る
小
野
川
秀
美
氏
の
研
h
r影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
変
法
論
の
成
立
l
中
休
西
用
論
的
「
突
破
」
(
以
下
、
「
突
破
」
論
と
略
!
す
)
と
い
う
理
解
も
、
直
接
に
は
小
野
川
氏
の
説
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
こ
の
小
野
川
氏
の
説
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
溝
口
雄
三
氏
が
、
中
国
に
は
前
近
代
近
代
を
通
じ
変
形
と
継
承
を
続
け
た
固
有
の
思
想
(
基
体
)
の
展
開
が
あ
る
と
す
る
基
体
展
開
論
的
立
場
か
ら
、
批
判
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
構
口
氏
は
、
小
野
川
氏
に
お
け
る
洋
務
〈
中
体
(
清
朝
旧
体
制
)
西
用
〉
↓
変
法
〈
西
体
(
談
会
制
)
に
よ
る
中
体
改
革
〉
↓
革
命
〈
中
体
的
否
定
〉
と
い
う
段
階
論
的
構
図
は
、
旧
中
国
1
「
後
れ
L
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
遠
近
法
か
ら
の
認
識
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、
中
国
近
代
に
お
け
る
実
態
に
即
し
て
い
え
ば
、
西
洋
町
議
会
制
へ
の
関
心
に
お
い
て
洋
務
派
・
変
法
派
聞
に
質
的
段
差
は
な
く
、
ま
た
、
議
会
制
導
入
の
受
皿
と
な
っ
た
受
容
基
体
は
、
実
は
、
「
封
建
」
論
に
示
さ
れ
る
清
初
以
降
の
地
方
自
治
、
地
方
分
権
の
趨
勢
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
小
野
川
氏
の
段
階
論
的
構
図
は
事
実
に
反
す
る
、
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
書
を
含
む
従
来
町
「
突
破
」
論
へ
の
更
な
る
反
証
と
し
て
、
変
法
派
に
お
け
る
中
休
西
用
論
的
枠
組
の
継
承
性
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
変
法
運
動
的
中
心
的
存
在
と
し
て
康
有
馬
と
並
ぴ
称
さ
れ
る
梁
啓
超
は
、
変
法
運
動
の
高
揚
の
中
で
も
、
「
こ
れ
を
要
す
る
に
西
学
を
舎
で
て
中
学
を
言
え
ば
、
そ
の
中
学
必
ず
無
用
な
り
。
中
学
を
合
て
て
西
学
を
言
え
ば
、
そ
の
西
学
必
ず
無
本
な
り
」
(
「
西
学
書
目
表
後
序
」
一
八
九
六
)
と
論
じ
て
お
り
、
明
ら
か
に
中
体
西
用
論
的
枠
組
を
継
承
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
の
「
中
体
」
、
す
な
わ
ち
「
孔
子
の
教
」
は
、
著
者
向
い
う
洋
務
運
動
期
的
「
中
体
」
が
、
「
三
綱
五
倫
」
を
核
心
と
す
る
体
制
教
学
と
さ
れ
る
の
と
は
異
な
り
、
体
制
変
革
に
よ
る
太
平
大
同
町
世
の
実
現
を
根
拠
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
変
法
派
に
数
、
え
ら
れ
る
厳
復
の
場
合
は
ど
う
か
。
「
中
学
に
中
学
肉
体
用
あ
り
、
西
学
に
西
学
の
体
用
あ
り
」
と
し
、
「
(
中
体
西
用
と
は
)
牛
を
も
っ
て
体
と
潟
し
、
馬
を
も
っ
て
用
と
矯
す
」
(
「
与
外
交
報
主
人
論
教
育
書
」
一
九
O
二
)
も
の
と
す
る
そ
の
主
張
は
、
従
来
、
中
休
西
用
論
へ
の
徹
底
し
た
批
判
と
し
て
、
彼
が
全
盤
西
化
論
者
と
み
な
さ
れ
る
所
以
と
も
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
厳
復
は
、
同
じ
書
簡
の
中
で
、
変
法
に
際
し
て
「
そ
の
旧
染
を
去
り
、
而
も
ほ
L
号
、
し
て
よ
く
そ
の
故
の
善
き
所
の
者
を
別
択
し
、
藻
ち
て
こ
れ
を
存
す
135 
る
」
こ
と
の
重
大
性
を
指
摘
し
、
「
も
し
そ
れ
こ
れ
(
故
所
善
者
)
を
去
れ
ば
、
則
ち
そ
の
民
の
特
色
亡
ぴ
、
而
し
て
所
謂
新
な
る
者
(
西
学
)
よ
り
て
も
っ
て
固
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
な
お
、
中
体
西
用
論
的
枠
組
は
生
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
同
時
期
的
厳
復
の
論
著
か
ら
推
し
て
、
こ
こ
で
い
う
「
旧
染
」
が
、
中
国
社
会
の
停
滞
の
原
因
た
る
伝
統
的
体
制
教
学
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
故
所
善
者
」
と
は
非
な
い
し
前
体
制
教
学
と
し
て
の
「
古
」
の
「
孔
子
の
教
」
と
解
さ
れ
、
「
中
体
」
の
内
容
に
は
や
は
り
重
大
な
変
質
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
従
来
の
勺
突
破
」
論
に
お
け
る
「
突
破
」
と
は
、
厳
密
に
は
、
「
中
休
」
l
体
制
教
学
(
三
綱
五
倫
)
と
い
う
伝
統
的
価
値
観
か
ら
、
「
中
体
」
l
非
体
制
教
学
(
「
古
」
の
「
孔
子
の
教
」
)
へ
の
「
突
破
」
で
あ
っ
て
、
中
体
西
用
論
的
枠
組
に
対
す
る
「
突
破
」
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
中
休
西
用
論
的
枠
組
自
体
は
、
決
し
て
解
体
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
変
法
運
動
期
の
知
識
人
的
思
想
の
中
で
も
機
能
し
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
に
洋
務
派
・
変
法
派
閉
め
問
題
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
、
従
来
、
「
突
破
」
論
の
横
行
に
よ
っ
て
見
逃
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
変
法
派
以
降
の
知
識
人
に
お
け
る
中
体
西
用
論
的
枠
組
の
展
開
に
、
目
を
向
け
て
い
く
上
で
の
起
点
と
し
て
も
、
注
目
す
べ
き
事
実
だ
と
い
え
よ
う
。
ま
し
て
、
上
述
の
「
文
化
熱
」
の
中
で
、
儒
学
復
興
論
が
し
評
書
ば
し
ば
中
体
西
用
論
と
も
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
批
判
継
承
論
、
西
体
中
用
論
、
全
盤
西
北
論
の
い
ず
れ
も
が
、
前
述
の
よ
う
に
各
々
伝
統
文
化
と
の
断
ち
が
た
い
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
そ
れ
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
以
上
、
小
稿
で
は
、
今
日
的
視
角
か
ら
中
休
西
用
論
を
い
か
に
捉
え
る
か
、
と
い
う
評
者
の
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
、
中
体
西
用
論
の
再
検
討
の
た
め
の
素
材
と
し
て
、
従
来
の
研
究
を
ふ
ま
、
え
て
中
体
西
用
論
を
総
合
的
に
研
究
し
た
本
書
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
小
稿
は
、
必
ず
し
も
著
者
個
人
の
も
つ
問
題
意
識
を
十
分
に
理
解
し
、
そ
れ
に
即
し
て
本
書
を
紹
介
・
批
評
し
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
点
で
は
不
当
の
諮
り
を
免
れ
ま
い
。
閣
制
わ
く
ば
、
中
体
西
用
論
を
は
じ
め
と
す
る
中
西
文
化
問
題
へ
の
研
究
の
進
展
を
願
う
評
者
の
意
図
に
免
じ
て
、
ご
寛
恕
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
「
台
北
、
弘
文
館
出
版
社
戸
本
文
お
よ
び
参
考
書
目
九
八
七
年
三
月
刊
4
四
五
頁
」
註(1
)
村
田
雄
二
郎
「
中
国
当
代
思
想
と
『
五
四
』
」
『
現
代
中
国
』
第
六
三
号
、
一
九
八
九
年
、
吾
議
重
二
「
中
国
に
お
け
る
非
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
」
『
思
想
』
一
九
八
九
年
十
月
号
を
参
照
。
(
2
)
例
え
ば
、
方
克
立
「
評
命
中
休
西
用
H
和
み
西
体
中
用
。
」
張
立
文
主
編
『
伝
統
文
化
与
現
代
化
』
(
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)
所
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収
、
ま
た
、
植
述
の
張
岱
年
講
演
(
注
ω)
な
ど
。
(
3
)
一
九
八
六
年
八
月
、
中
西
文
化
研
討
講
習
会
(
背
島
大
学
、
山
東
社
会
科
学
院
儒
学
研
究
所
共
催
、
於
青
島
)
で
の
講
演
「
中
国
文
化
的
歴
史
伝
統
及
其
更
新
」
(
当
日
の
筆
者
メ
モ
に
拠
る
)
。
同
講
習
会
は
「
文
化
熱
」
矧
の
一
連
の
他
し
の
一
つ
と
し
て
開
か
れ
、
他
に
刷
朴
、
杜
純
明
、
成
中
英
、
李
揮
厚
、
方
励
之
ら
多
数
の
著
名
な
学
者
が
参
加
し
た
。
当
時
留
学
中
肉
筆
者
は
、
数
日
間
参
加
で
き
、
百
家
争
崎
町
「
文
化
熱
」
を
体
感
す
る
好
機
と
な
っ
た
。
(
4
)
同
右
。
(
5
)
陳
旭
麓
「
論
中
休
西
用
」
『
近
代
史
思
排
録
』
(
広
東
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
)
所
収
、
四
二
頁
。
(
6
)
李
揮
厚
「
慢
説
n
西
体
中
用
H
」
『
孔
子
研
究
』
第
一
期
、
一
九
八
七
年
、
の
ち
同
『
中
国
現
代
思
想
史
論
』
(
東
方
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)
に
収
録
。
同
「
孔
子
再
評
価
」
『
中
国
古
代
思
想
史
論
』
(
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
)
所
収
。
(
7
)
同
右
。
(
8
)
村
目
前
掲
論
文
お
よ
び
金
観
詩
「
未
来
へ
あ
ゆ
む
L
『
郎
其
山
』
第
二
十
号
、
一
九
八
八
年
。
(
9
)
小
野
川
秀
美
『
清
未
政
治
思
想
研
究
』
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
O
年、
同
増
訂
本
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
九
年
。
(
印
}
溝
口
雄
一
一
一
「
ふ
た
た
び
〈
近
代
中
国
像
V
を
め
ぐ
っ
て
」
『
史
湖
』
新
一
九
号
、
一
九
八
六
年
、
の
ち
『
方
法
と
し
て
の
中
国
』
(
京
大
出
版
金
、
一
九
八
九
年
)
に
収
録
。
陳
旭
麓
前
掲
論
文
も
関
連
す
る
問
題
を
扱
っ
て
お
り
参
考
に
な
る
。
二
九
九
O
年
二
月
二
八
日
)
